
 
 

六甲山背山の桜回廊づくりによる地域豊饒化推進 

サクラこみゅにけーしょん 

ほくら～ととや森の世話人倶楽部 

ほくらぐるーぷ（山林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）  前田勝典 

パナソニック電工松寿会阪神地区・フォレスター松寿  高田誠一郎 

NPO 法人 Peace & Nature  ○バハラム・イナンル 

１．活動方針・目的 

神戸市市街地の背後地にある六甲山の土砂災害を防止・軽減するための土砂災害に強

い森づくりを進めるとともに、より多くの市民に、六甲山により親しんでもらうため、

近隣エリアで活動している森づくり団体がともに協力して、神戸市東灘区の主な登山道

である保久良道と魚屋道沿いに桜を植樹する桜回廊づくりを行います。 

エリア団体間の連携が、地域社会や地域住民との連携活動として拡がり、神戸らしい

国際色豊かな且つ世代をも超えたまちづくり活動（地域豊饒化）に繋がれば幸いです。 

「人をつなぐ・地域につなぐ・次世代につなげる」が倶楽部の活動理念です。 

２．活動内容 

六甲山背山において土砂災害に強く且つ地域住民の憩いとなる森づくり（現時点では

登山道周辺の桜回廊づくりからスタート） 

３．他の活動団体の参考となる事例 

これまでは国土交通省六甲砂防事務所が行う「市民・企業による森づくり」に個別に

参加して森づくり活動をおこなっていた近隣エリアの森づくり団体が、一昨年８月より

中期的なエリア連携目的に定期的なミーティングを開催するようになりました。何か目

標が欲しいとのことで、倶楽部目標として「岡本（ほくら～ととや）桜回廊づくりプロ

ジェクト」を掲げた訳です。 

第１回活動となったヤマザクラ一斉植樹会（1/30）では、個々の団体だけでは出来な

い大規模なイベントとなり、100 名以上の参加があり、楽しくにぎやかに植樹を行うこ

とが出来ました。 

色々課題もありましたが、参加された方々の嬉しそうな顔を見て疲れも吹き飛んだ次

第です。 

安全面には諸々留意を致しましたが、それ以外はあまり完璧を求め過ぎず、先ずは実

践で良かろうとの思いです。要は「為すように成る」です。 

４．今後の課題等 

活動地周辺は甲南大学・甲南女子大学・神戸薬科大学等の大学のほか、石畳が整備さ

れた岡本商店街が位置するなど、多くの若者でにぎわっています。今後、これらの若者

や六甲山が身近すぎてあまり関心を示していなかった地元の住民に対するアプローチを

積極的に行い、岡本らしくおしゃれに活動を行なっていきたいと思います。 

丁度、今年の 8月１１日から新しい祝日「山の日」が施行されます。 

この機会を活かして我々の「都市山六甲山」をより身近なものとして楽しんで貰いた

いものです。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


